
平成28年度予算がまとまりました平成28年度予算がまとまりました
　2月15日に開催された第104回組合会において、予算

ならびに事業計画が審議されました。

＜一般勘定の状況＞

　保険料による収入は、算出基礎となる被保険者数および

標準報酬月額は平成27年12月実績水準維持を見込み、前

年度に比べ2,500万円減の13億4,200万円を計上しました。

　みなさまが病院などにかかったときの医療費などにあてら

れる保険給付費は、保険料収入の54%にあたる7億

2,400万円を計上しました。高齢者医療への納付金は、前

年度よりも約2億円減の4億3,200万円を見込みました。

　保健事業は、昨年策定したデータヘルス計画に基づき、

データ分析やファンクショナル・ユニット・サーベイの結果、

組合会議員の事業評価を勘案しながら見直しや新規事業を

計画し、前年度に比べ500万円減の1億500万円を計上し、

疾病予防事業を柱に積極的に実施していきます。とくに核と

なる健診事業についてはアウトソーシングを活用する新シス

テムを導入します。内容は特集ページをご参照ください。

　以上の結果、本来の健保組合の財政状況を示す経常収支

では、約3,500万円の黒字予算となります。昨年保険料率

の引き上げを行ったことに加え、高齢者医療への拠出金負

担が改善したことにより、他健保の平均に比べ、低い料率

で健全運営がはかられていると言えます。

　しかしながら、超高齢社会にある日本において、今後も

中長期的には高齢者医療制度への負担金は増加の一途をた

どることは避けられない状況にあります。

　当健保組合では、支出削減など効率的な事業の運営をは

かりつつ、みなさまの疾病予防・健康増進に効果的な保健

事業を展開していきます。
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1,790人
750人

2,540人
95人

2,668人
402,755円

39.850/1000
39.850/1000
0.650/1000
0.650/1000

科　　目
介護保険収入
繰 越 金
繰 入 金
雑 収 入
収 入 合 計

1億2,554万1千円
400万円
700万円
1千円

1億3,654万2千円

1億2,965万4千円
10万円
1千円
1千円

678万6千円
1億3,654万2千円

科　　目
介護納付金

介護保険料還付金
積 立 金
雑 支 出
予 備 費
支 出 合 計

2,060人
1,330人

482,000円
5.750/1000
5.750/1000

男
女
計

事業主
被保険者
事業主
被保険者

男
女
計

事業主
被保険者
事業主
被保険者

事業主
被保険者

被保険者数

任意継続被保険者数（再掲）
被扶養者数
平均標準報酬月額

保険料率

調整保険料率

第2号被保険者数
第2号被保険者数たる被保険者数
平均標準報酬月額

保険料率

予 算 額

予 算 額

収 　 入

支 　 出

保険料
13億4,207万2千円（528,375円）

収入 支出

国庫負担金収入
・その他
39万3千円
（154円）

調整保険料収入
2,290万円（8,776円）

繰入金  3,414万1千円（13,441円）
国庫補助金収入  50万4千円（198円）

■ 収入合計
■ 経常収入合計

14億1,560万7千円（557,326円）
13億5,216万9千円（532,350円）

■ 支出合計
■ 経常支出合計

14億1,560万7千円（557,326円）
13億1,728万7千円（518,617円）

特定健康診査等事業収入  2千円（1円）

財政調整事業交付金
700万1千円（2,756円）

雑収入
920万4千円
（3,624円）

事務費
5,349万円
（21,059円）

保険給付費
7億2,423万7千円
（285,133円）

納付金
4億3,190万2千円
（170,040円）

●法定給付費
　7億983万8千円（279,464円）
●付加給付費
　1,439万9千円（5,669円）

●前期高齢者納付金
　9,451万3千円（37,210円）
●後期高齢者支援金
　3億1,456万8千円（123,846円）
●病床転換支援金
　2千円（1円）
●退職者給付拠出金
　2,281万3千円（8,981円）
●老人保健拠出金
　6千円（2円）

保健事業費
1億535万6千円
（41,479円）

予備費
7,615万8千円
（29,983円）

還付金  62万円（244円）

財政調整事業拠出金 
2,189万2千円（8,619円）

連合会費・積立金・雑支出 
195万2千円（767円）

（　）内は被保険者一人当たり額

けんぽだよりけんぽだより第87号
ネスレ健康保険組合 2016年4月



新総合健診・人間ドック
　　　　　　　　　　　　　導入のご案内
導入の目的

新「ネットワーク健診システム」全体の運営イメージ

新システムのスタートについて

　健診事業は、加入者のみなさまにとっても、また、健保にとっても、健康づくりを行うための最も重
要な手段であり、保健事業の中で中核をなす事業と位置付けています。
　その中核事業である健診事業を次に掲げるようにより魅力的で効果的なものとするために、2016
年度よりウェルネス・コミュニケーションズ株式会社に運営を委託することが決まりました。

●健診コース見直しにより、加入者のみなさま（受診者）と健保双方にとってよりリーズナブルな健診費
用の実現

●加入者のみなさま（受診者）にとっての利便性（健診機関や健診コース・オプション等の選択肢の幅）
向上の実現

●健診機関ごとに異なる検査項目・検査方法・判定基準（所見）等々の健診データ標準（一元）化による
データ活用（データ分析に基づく啓蒙・保健事業への展開）の推進

●健保の事務削減による健保運営における一層の効率性および付加価値の追求

　健保組合は、健診事業を起点として、社員のみなさまの健康の維持向上に積極的に取り組み、ウエ
ルネスの組織風土を醸成し、会社事業の生産性アップ、さらには社員やご家族の健康／幸福感につな
げていくことを目指します。

新システムの予約開始は5月中旬、健診受診開始は5月下旬を予定しています。
詳しくは健診対象の方にウェルネス・コミュニケーションズ（株）よりお送りする健診案内（5月上旬予
定）をご覧ください。

ネスレ健保の人間ドック等の健診が
アウトソース（委託業者）を活用した新しい「ネットワーク健診システム」に
生まれ変わります。

これまでの健診機関を含む委託運営会社が契約する500以上の健診機関利用可能
ウェルネス・コミュニケーションズ（委託運営会社）予約センター／専用サイトに集約
（WEB・スマートフォン・電話から予約）
● 「総合健診コース」（お奨めコース）
　全国どこの機関でも人間ドック並みかつ同一検査項目・同一料金
　自己負担金：6,320円（胃部X線検査選択時）／8,480円（胃部内視鏡選択時）
● 「人間ドックコース」（日帰り）…従来の日帰りコースと同様
　自己負担金：ドック費用－30,000円
※大腸内視鏡希望の方
健診予約確認後、健診機関に直接追加申し込み（一部健診機関）、健診機関窓口で検査費用支払い後、健保へ領
収書貼付の上、補助金申請してください。補助額:検査費用5,000円超過分のうち、15,000円を限度に補助

健 診 機 関
予 約 方 法

健 診 コ ース

オプション検査

健 診 結 果

健 診 機 関
予 約 方 法

検 査 項 目

自己負担金

・健診機関が独自で提供している付帯サービス（食事や当日の結果説明等）はありませんので、ご理解、ご了承ください。
・35歳以上被扶養配偶者の方を対象とする自己負担のない「配偶者スペシャル健診」（特定健診＋がん検診、京都工場保健会に委託）  
　は従来通りで、対象の方に別途ご案内いたします。

総合健診・人間ドック　　30歳時点および35歳以上被保険者／被扶養配偶者対象

婦人科（乳がん・子宮頸がん）単独検診　　35歳未満被保険者／被扶養配偶者対象
委託運営会社が契約する健診機関より選択
ウェルネス・コミュニケーションズ（委託運営会社）予約センター／専用サイトに集約
（WEB・スマートフォン・電話から予約）
乳がん検査はマンモグラフィーまたはエコーの選択
子宮頸がん検査は内診および頸部細胞診
受診者の負担はありません。

※総合健診コースには年齢・性別により利用可能な他のオプション検査と自己負担金も設定されています。

健診機関からの結果送付に加え、専用サイトでも確認できます。

※これまでの補助金制度（最寄機関で受診後、補助金申請）はありませんので、ご注意ください。

「ネットワーク健診システム」「ネットワーク健診システム」「ネットワーク健診システム」
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① 健診予約 ② 健診手配

④ 受　診

③ 予約確定通知

⑤ 健診結果

⑥ 結果WEB ⑤ 健診結果

⑦ 結果通知・データ納品

精　算 精　算

業務委託

WEB・スマートフォン・電話

胃部検査の選択
　・胃部X線または胃部内視鏡

脳検査（MRI＋MRA）自己負担金

婦人科（乳がん・子宮頸がん）
　・マンモグラフィーまたはエコー
　・内診＋頸部細胞診

健診機関により選択可能

16,320円

受診者追加負担なし 10,000円を超える場合、
超過分を窓口自己負担

検査費用－15,000円

健診機関により選択可能

総合健診コース 人間ドックコース

［注］



平成28年度保健事業のご案内
　データヘルス計画に基づき、データ分析や事業評価を行いながら、平成28年度
保健事業が決まりました。
　社員のみなさまが心身ともに健康であることは仕事と生活を豊かにする土台と
いえます。その土台づくりに保健事業を積極的にご活用ください。

保健の PR
■ ネスレけんぽだより（年2回）・イントラネット・
　 ホームページでの情報提供
予算・決算報告や保健情報をわかりやすい紙面でお知ら
せします
ホームページをより便利にリニューアルいたします

■ 「育児冊子」の配布
子育て支援として配布します

■ 「社会保険の知識」の配布（4月）
社会保険制度の解説書を新入社員研修で配布します

■ 医療費のお知らせ（年2回）
毎月の医療費をお知らせします

■ ジェネリック医薬品利用通知（年2回）
先発医薬品をジェネリック医薬品に切り替えた場合の差
額をお知らせします

■ 新ネットワーク健診の案内
平成28年度に導入する新健診システム案内冊子を配布
します

疾病の予防
■ 特定健康診査・特定保健指導
40歳以上の被保険者および被扶養者を対象に生活習慣
病予防を目的とする健診・保健指導を実施します

■ 生活習慣病健診
会社が実施する定期健康診断の付加項目として実施します

■ ネットワーク健診システム（新）
30歳時点および35歳以上の被保険者および被扶養配
偶者を対象とする総合健診・人間ドックを実施します
35歳未満の被保険者および被扶養配偶者を対象に婦人
科単独検診（乳がん・子宮頸がん）を実施します
内容は特集ページをご参照ください

■ 配偶者スペシャル健診
35歳以上の被扶養配偶者を対象に実施します

■ 歯科健診
集団歯科健診・ネットワーク歯科健診を実施します

■ インフルエンザ予防接種補助
被保険者および被扶養者を対象に費用のうち2,000円
を上限に補助します

■ 常備薬斡旋・補助（年２回）
常備薬斡旋（夏季・冬季）時に各1,000円を補助します

■ 高齢者訪問健康相談
60代半ば～74歳の被扶養者を対象に健康相談を実施
します

■ 重症化予防（新）
高血糖値者に対する重症化予防プログラムを実施します

■ メンタルヘルス対策
先進的で効果的なメンタルヘルスマネジメントプログラ
ムを検討していきます

ネスレ健保のホームページが4月からよりご利用しやすくリニューアル！　スマホにも対応。
　ネスレ健康保険組合　で検索

※電話・WEB健康相談事業については、平成28年度より休止いたします。ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

お問い合わせ等があれば、お気軽に下記宛にご連絡ください。

TEL:078-230-7040　FAX:078-230-7167
ネスレ健康保険組合
http://www.nestlekenpo.jp/
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